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作業報告書
平素は弊社露用製品をご愛用いただと厚くお礼申し上げ諜す。ご依頼内容にもとづと、メンデサンスー   (紬品た行嶼疑流ので、
ご報告いたします。作業報             をど確認の上、ど零省をお願いいたし紺 。

お 客 薇 名

国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院

様

東京サービスセンタ
T104-0051

東京都中央区佃二丁目 1番 6号
リバーシティM― sQuARE8階
TEL  03‐ 5144-8410 FAX 03‐ 5548‐3972

あ 各 様 Iけ

10027070000-182
支 付 誉 号

6610447
作 栗

CS
区 分

2H
1呆口lL区分

保守契約

P」誉号

MC4409640101
表 直 名 設 置 堅 楯付日

PCD-1000A/1B PET―CT室 2 2022`年5月 27日

歪依頼内容    受付日 2923年 5月 27日 作業内容

保守点検2024年 11月 2号機 定期点検作業を実施しました。詳細は定期点検報告書にて報告致し

ます。

動作良好、異常なし。

完 了

作 莱 向 晴 ・ 終 了時 間

開始 2024年 11月 19日 09日寺00ノ刀＼

終了 2024年 11月 21日 11時00分
時間内 時間外 往 復 合 計

15 9 5 29

ユニツト 段 道 否 号 イF素子日当 者

PCD…1000A1lB l BA2242009 吉鹿 維人他 1名

1 WASHER 図番 AAN532‐03 3
2 WASHER 図番 AAN532‐03 8
3 図番

4 図番

5 図番

ご所属 む署名
努 暫

し`合わせは、作業報告書記載の受付番号でお願いいたします。また、本作業が有料の場合、別途ご請求
す。
本作業に付随して提供するサービス部品、資料等の物品は、お客様が日本国内で使用または費消されることを前提に販売・
頂いてお

',ま
す。輸出または海外に提供される場合には、輸出管理法令により規制される場合がございますのでご注意願

人情報の取り扱とヽについて、以下の事項をご了承願います。
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伝票番号 02660657
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( 6 ヶ月日)
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CatteSon Pttme定期点検報告書

お客様確認

警 質

お客様システムNo. 10027070000-182

お客様名 国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院

室 名 PET2室 SR
N。 . 16610447

実施日 2024年 11月 19日 陣4鋼 1月別日
対象システム DcD-1000A/1B

シリアルNo IBA2242009

点検者 吉鹿、矢部

管理番号 測定機器名 校正有効期限年月

UKE―ID0084 デジタルマルチメータ 2025年 3月

特記事項

保守点検マニュアルNo: 2Y20卜 116」 A
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ユニツト 項 目 点検内容 結果 備考

準備
点検作業
開始前準備

/ スライスカウンタ 1678654スライス

/ 険査数 5123スタデイ

力'シトリ

ソフトウェアハ
・―シ・ョン
/ ′フトウエアA・―カシ アフ

°
リケーシヨン V10 8 SP0014」

/ ソフトウェアハ・―ション ヘ°―ス: V15,3 SP0202

使用状況確認
// 日―テーカンカウンター 1678654

/ 熱交換器 1257.9 時間

準備
点検作業開始前
の準備

1-1

テストスキャンの実施、入力電圧および画像ノイス
・の確認

異常画像の有無 V

画像′イス
°
SD値 (SD26-4.2)1枚目 SD 3.5

画像′イス
・SD値 (SD2 6-4.2)2枚 目 SD 3.6

力
・
ントリ

X線系の確認

4-1 K線系冷却液の漏れ確認 (1)X線管 V

4-1 K線系冷却液の漏れ確認 (2)熱交換器 V

4-1 (線系冷却液の漏れ確認 (3)ゴムホース V

がントリ内部の清掃

6-5 険出器窓の入射窓、DAS通気口の清掃 CL

7-1 ―Stationの PC unたハ
・
ッテリの交換(1回/3年 ) 適用外

7-2 ブラン基板の取り外し、清掃、ブラン摩耗量の確認 CL

7-3 スリップリングの清掃 CL

7-4 摩耗粉清掃カバーの取り外し、清掃 CL

10-2 外部投光器窓、マイラリングの汚れ清掃 CL

10-3
マイラリングの取り付け及び状態確認
(1)フロントカバーとドームカパーが密着していること

V

10-3
マイラリングの取り付け及び状態確認
惚)マイラリングにしわ、ねじれ等がないこと

V

10-4 ガントリ内の干渉確認 V

寝台 寝合内部点検

11-1 アンカボルトの固定確認 V

11-2 上下駆動部の確認 (1)ボールスクリューの異常確認 V

11-2 上下駆動部の確認 (2)ボールスクリューの汚れ確認 V

11-2 上下駆動部の確認 (3)駆動支持部の取り付けボルト確認 V

11-2 上下駆動部の確認 (4)カップリング位置の確認 (50mm± 5mm) V

11-3 上下動レールの汚れ清掃 V

11-4 水平動レールの汚れ清掃 V

11-5 ボールスクリューの確認 (1)ボールスクリューの異常確認(1回/2年 ) V

11-5 ボールスクリューの確認 (2)ボールスクリューの汚れ確認(1回/2年 ) V

11-6 寝台動作の異常音、天板裏面の確認 (1)異常音の確認 V

11-6 寝台動作の異常音、天板裏面の確認 (2)天板裏面の目視確認 V

11-7 締結部分の確認 (1)天板固定ネジの確認 V

11-7 締結部分の確認 (2)上下動リンク軸の確認 V

11-3 寝台内部ケーブルの損傷確認 V

11-9 DC電源の確認(475V～ 485V) V

11-10 フリー動作の確認 (1)フリーレバーの動作確認 V

11-10 フリー動作の確認 (2)天板起動力の測定 (98N(10k♪ 以下) V

11-11 カバースキマの確認(5mm以下) V

11-12 寝台付属品の確認 V

寝台移動
ベース

寝台移動ベース
内部の点検

12-1 寝台移動
ベース・シートカ′ヽ一の清掃

部)シートカバーの清掃・異物の有無確認
V

12-1
昔膜台移動ベース・シートカバーの清掃
ル́ール溝内、ゴミ取り用ハケの清掃

V

12-1 康台移動
ベース・シートカバーの清掃

3)ゴミ取り用ハケの状態確認
V

12-2
センサの確認
(1)F― A/Sスイッチ、PET― S/Dスイッチ、PET― MODEセンサの確言忍

V

12-2 センサの確認 (2)CT― S/Dセンサ、CT― MODEセンサの動作確認 V

12-3 寝台移動ベースの動作音確認 V

(正常:V,調整:A,交換:R,清掃:CL,注油:G,特記事項:N,適用外:適用外)



寝台移動
ベース

寝台移動ベース
内部の点検

12-4 寝台移動
ペース内部ケーブルの状態、損傷確認

印)ELE.BOX―ASSY部分のケーブル確認
V

12-4 聯 評蔀万7生,ガ瀧義拝鎚認 V

コンソー )レ

バッテリ交換

13-1 ボタン電池の交換(PC BOX)(1回 /3年 ) 適用外

13-2 ボタン電池の変換(SeⅣ er PC(PCl、 PC2))(1回 /3年 ) 適用外

13-3 ボタン電池の交換(SeⅣ er PC(PC3))(1回 /3年 ) 適用外

13-4 バッテリの交換(BBU)(1回 /3年 ) 適用外

コンソールの
動作確認

14-1 ヨンソール緊急停止ボタンの確認 V

14-2 ガンドリ緊急停止ボタンの確認(4箇所)(1)フロント左側 V

14-2 ガントリ緊急停止ボタンの確認(4箇所)(2)フロント右側 V

14-2 ガントリ緊急停止ボタンの確認(4箇所)(3)リア左側 V

14-2 ガントリ緊急停止ボタンの確認(4箇所)(4)リア右側 V

14-3 ヨンソールRDDの動作確認 V

‐
14-5

入力電圧確認(190～ 210V)

1 lstPWB CNN9 1-2(4.95～ 5.17V)

208V V

5.03V V

‐
14-も

lstPWB CNN9 3-4(119～ 12.5V)

SAじ基板CNN10卜 J(498～も,1′ V) 一も.U4V V
14-5 PS3 SAC基板 CNN10 2-4(11.9～ 12.5V) 12.25V V

ガントリ、
コンソールの清掃

15-1
STNAVI BOX、 CON BOX吸 排気口の清掃
(1)吸 気口の清掃 STNAVI BOX

CL

15-1
STNAⅥ
部)吸気
BOX、 CON BOX吸 排気口の清掃
口の清掃CON BOX

CL

15-1
STNAⅥ BOX、 CON BOX
惚)排気回の清掃 STNAVI

吸排気回の清掃
BOX CL

15-1
STNAVI BOX、 CON BOX吸 排 気 口 の 清 掃
″)排気 口 の 清 掃 CON BOX

CL

15-2 3サイドカバー、リアカバーフィルタ部の清掃 CL

ガントリ 回転確認お
よび

グリスなじみ運転

16-1 回転確認 (1〉 05秒回転60秒間 V

16-1 回転確認 く2〉 1.5秒回転10分間 V

16-1 回転確認 (3〉 1.0秒回転10分間 V

16-1 回転確認 〈4〉 0.5秒回転10分問 V

16-1 回転確認 く5〉 0.35秒回転10分問 V

16-2 インタホン機能の確認 (1)スキャン室内での音声確認 V

16-2 インタホン機能の確認 (2)コンツールスピーカでの音声確認 V

16-2 インタホン機能の確認 (3)自動音声の確認 V

X線管
シ・ェネレータ

X線系調整および
出力確認

田
16-4

調整

80kV/100mA   (77～ 83 kV)  /Large

V

795 kV

16-4 :管電圧]80kV/100mA  (77～ 83 kV) /Sm』 I 79.6 kV

16-4 :管電圧]100kV/200mA (97～ 103 kV) /Large 994 kV

16-4 :管電圧]100kV/200mA (97～ 103 kV) /Sman 99.3 kV

16-4 :管電圧]120kV/200mA (116～ 124 kV)/Large 119.3 kV

16-4 :管電圧]120kV/200mA (116～ 124 kV)/Sma‖ 119.2 kV

16-4 :管電圧]135kV/200mA (131～ 139 kV)/Large 134.3 kV

16-4 :管電圧]135kV/200mA (131～ 139 kV)/Sma‖ 134.3 kV

16-4 :管電流]120kV/50mA (45～ 55mA) /Large 490 mA

16-4 [管電流]120kV/50mA (45～ 55mA) /Sma‖ 48.8 mA

16-4 [管電流]120kV300mA (285～ 315mA)/Large 296.O mA

16-4 [管電流]120kV/300mA (285～ 315mA)/Sma‖ 296.2 mA

16-4 [管電流]120kV/420mA (399～ 441 mA)/Large 4164 mA

16-4 [管電流]120 kV/500 mA (475～ 525mA)キ 72 kWシ ステムのみ /Latte ―mA
16-4 [管電剤  120 kV/600 mA (570～ 630mA)■ 72 kWシ ステムのみ /Latte ―mA

16-5 X線ばく射時間の確認 (120 kV/200 mA/0.2 sec)

16-5 ばく射時間T(0,1 8sec～ 0.22sec) 0 18 sec

16-5 立ち上がり時間tl(0.05sec以下) 0.02 sec

16-6 X線出力時の電源電圧の確認(180V以上) 201 V

16-7 エラー履歴の確認 V
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(正常:V,調整:A,交換:R,清掃:CL,注油:G,特記事項:N,適用外:適用外)



作業まとめ 画像/画質の確認

18-1 ″卜装状況の確認および清掃 V

18-2

像ノイズの確認

SS 120/300 M 1 0 sec 5 mmX4 10 mm FC70 lac mm

M 120/300 L 1 0 seo 5 mmX4 10 mm FC,0 320 mm

枚目 SD値 (SD26-4.2)

V

3.5

目 SD値 (SD26-42)

枚目 SD値  (SD10.2-154)

3.8

13.5

2枚目 SD値  (SD10.2-15.4) 13,7

18-3

18.4

3T値の確認

1枚目 : a テフロン    910～ 970  (CT値 :) 9356

1枚目 : b ポリプロピレン ー115～ -95  (CT値 :) -108.0

1枚目 : o空気 -1020～ -980(CT値 :) -994.5

1枚目 : d アクリル    115～ 135  (CT値 :) 131.7

1枚目 : e デルリン    310～370  (CT値 :) 345.8

1枚目 ! f水 -5～ 5 (CT値L:) 0,9

2枚目 : aテフロン   910～ 970  (CT値 :) 997.0

2枚目 i bポリプロピレン ー115～ -95  (CT値 :) -108.1

2枚目 i c空気 -1020～ -980(CT値 :) -994.4

2枚目 : dアクリル   115～ 135  (CT値 :) 132.0

2枚目 : eデルリン   310～370  (CT値 :) 345。9

2枚目 : f水 -5～ 5 (CT促主:)

検出器キャリブレーション

0,9

A

18.5 PET再構成ノーマリゼーシヨン (GeもしくはFDGを使用 ) A

18.6 PE卜CT画像位置合わせ A

18.7 補正データ管理 V

18.8 ユーザにSUVクロスキャリブレーションの実施を依頼 V

18.9 作業まとめ V
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(正常:Vi調整:A,交換:R,清掃:CL,注油:G,特記事項:N,適用外:適用外)


